
本日の

出席者

3407回

の修正

会 員 数

出席対象者数

出 席 数

出 席 率

出 席 率

メークアップ

修 正 率

事前：伊藤会員、仲会員（東龍IAC）

細川会員、井上会員、柿内会員、三重野会員、村上会員、恒廣会員、永岡会員、

峯中会員、髙津会員

林会員、白石会員、末廣会員（東龍IAC）、永岡会員（Ｅクラブ）

柿内会員、松下会員、峯中会員、中山会員、里見会員、髙津会員、恒廣会員、山口会員

43名

43名

34名

79.07％

73.33％

4名

82.22％

欠

席

者

（9名）

メーク

アップ

欠席者

来 訪 者 今週の歌 君が代　奉仕の理想藤田千克由ガバナー・藤田利香ガバナーパートナー、財津公明地区幹事、
瀧満パストガバナー・瀧由美子パストガバナーパートナー

2025～2026年度 第2720地区スローガン
みんなでつなぐ、育てる、ロータリーリレーションシップ

中津ロータリークラブ週報

第3410回　2025年７月17日　　点鐘：12：30　　

フランチェスコ・アレッツォ 2025-2026 RI会長テーマ

●会長あいさつ〔原岡会長〕
　2720地区ガバナー藤田千克
由様、ならびにガバナーパート
ナーの藤田利香様、地区役員の
皆さま、中津へようこそお越し
くださいました。
　本日の例会に先立ち、諫山ガバナー補佐の司会により
会長幹事会が開催されました。地元の３クラブが一堂に
会しての情報交換は貴重で、有意義な会議となりました。
　本日は久しぶりに７月開催となるガバナー公式訪問例
会であり、新年度早々に藤田ガバナーの方針をうかがえ
る機会を得られ、地区の考えをクラブ活動に反映させる
良いスタートとなります。
　また今回、３クラブの会長が揃う機会に恵まれました
ので、新任のご挨拶を行う場を設けさせていただきまし
た。例年はそれぞれの例会に伺ってご挨拶するのが慣例
でしたが、例会数の減少により難しくなっておりました
ことから、今期この機会を活かす提案をさせていただき
ました。
　今年度の中津地区３クラブ当番幹事を務める中津ロー
タリークラブの原岡知徳です。今月より第72代会長に就
任いたしました。ロータリー歴13年、職業は歯科医師、
休日の早朝ジョギングが趣味です。今年度は、東九州
龍谷高校インターアクトクラブとの事業、山形南ロータ
リークラブとの交流事業、そして３クラブ合同忘年例会
の成功を目指してまいります。どうぞよろしくお願いい
たします。

●幹事報告〔池田幹事〕
・例会変更　中津中央、大分７クラブ
・7/23は休会、7/30は新会員歓迎夜例会。
・例会後、記念写真撮影をします。

●ニコニコボックス
〔藤田ガバナー〕
〔諫山ガバナー補佐〕
〔山本洋一郎会員〕決算のお礼

●ガバナーアドレス
藤田千克由ガバナー

（大分中央）

梅高会長〔中津中央〕 渡辺会長〔中津平成〕

ロータリーの⾏動計画
•４つの優先事項
•より⼤きなインパクトをもたらす
•社会に実質的な変化をもたらすプロジェクトを推進し、
成果を可視化することで信頼と影響⼒を⾼める

•参加者の基盤を広げる
•より多くの⼈々にロータリーの価値を届け、参加の間
⼝を広げることで組織の活⼒を⾼める

•参加者の積極的なかかわりを促す
•会員が個⼈的、職業的に成⻑できる機会を提供し、継
続的な関与を促す

•適応⼒を⾼める
•社会や会員のニーズの変化に迅速に対応し、常に進化
し続ける組織であることを⽬指す
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７月30日（水） 新会員歓迎夜例会
　　　　　　  （18：30～ぜんちゃん）
８月６日（水） 委員長所信発表
　　　　　　  （管理運営・危機管理）
８月13日（水） 特別休会

●例会のご案内

⽀援ツールと制度
•クラブサポート（クラブ年度計画⽀援サポート）
• RIJapanが提供するクラブ⽀援で⽬標設定や⾏動計画策定を
サポートし、クラブの活性化を促進

•クラブセントラル（マルチイヤー）
•My Rotary内のオンライン⽬標管理ツールで会員数、奉仕活
動、財団寄付などの⽬標と進捗を可視化

• 3年間の⽬標（3-Year Rolling Goals）
•クラブが3年間の中期⽬標を設定・更新する制度で継続性の
ある成⻑と戦略的運営を⽀援

•マイロータリー登録
•会員がRIの公式プラットフォームにアクセスするためのアカ
ウントで資料閲覧、⽬標⼊⼒、学習機会の活⽤が可能

ロータリーの魅⼒とは
•奉仕できる喜び
•誰かの役に⽴てた

•信頼できる仲間
•⾃分がここにいていいと思える

•新しい⾃分に出会える場
•挑戦できた、⾃分が変われた

•地域に誇れるクラブ
•家族にも紹介したくなる場所

危機管理と倫理的配慮
•危機管理委員会（委員⻑︓前⽥眞実パストガバナー）
•⻘少年保護やハラスメント防⽌など、クラブ・地区
におけるリスク対応体制を整備および実施

•⻘少年保護⽅針
• 30歳未満の参加者に対する安全確保、72時間ルール、
ハラスメント防⽌、適切な接触・⾔動のガイドライ
ンを明⽰

•クラブ危機管理委員会
•幹事、会⻑エレクト、⻘少年奉仕委員⻑などで構成
し、クラブ内の問題発⽣時に迅速に対応

みんなでつなぐ、育てる、ロータリーリ
レーションシップ①

•居酒屋ミーティング（2024年11⽉〜2025年2⽉）
•各クラブの課題や関⼼事を直接会⻑から聴くことでクラブの
状況と⼈となりに触れること

•スケジュール共有
•⾏事のダブりで機会損失の防⽌

•アドバイザー制度の再導⼊
•経験豊富なパストガバナーに適宜、適切なアドバイスをいた
だく

•※地区史編纂委員の募集
•地区史編纂特別委員会設⽴（委員⻑︓三村パストガバナー）
• 2026-2027年度に制作・発信（延岡年度において）

すべての原動⼒なる「⼈の和」の醸成
•クラブの活動を⽀えるのはロータリーの概念や⾏動計
画は⼤事ですが、もっとも⼤事なのは「つながり」か
ら⽣まれる「⼈の和」です。
•共感の⼟壌づくり「聴く⽂化を育てる」
•信頼の橋を架ける「⼩さな協働の積み重ね」
•安⼼できる場づくり「⼼理的安全性の確保」
•共通体験の創出「⼀緒に笑う時間を⼤切に」
•成⻑の共有「ともに育つ関係性」

•⼈の和は「仕組み」ではなく、「⼀⼈ひとりの関係
性」がロータリーが世界規模の組織でありながら、最
も⼒を持っている

みんなでつなぐ、育てる、ロータリーリ
レーションシップ②

•会⻑・幹事懇談会（2025年7⽉〜10⽉）
•公式訪問例会において、みんなで疑問や知識を得られるディス
カッション⽅式でおこなう

•お宝発掘シリーズの紹介（⽉信）
•ロータリー内外で平和・⻘少年育成・地域貢献地区で活躍してい
る団体や個⼈をホームページにて掲載

•課題別ディスカッションの実施（2025年7⽉26⽇）
•クラブ活性化ワークショップにおいて

•情報交換会の実施（2025年7⽉〜2026年6⽉）
•クラブ活性化ワークショップにおいて発⾜式及び第1回の開催）
• 2720地区運営の中⼼にいるガバナー補佐及び部⾨⻑の声をまとめ
ていく

地域での活動や事業を通じて「成⻑」する
•会員の成⻑
•倫理・学び・リーダシップ・地域貢献によって⾃⼰実現
が深まる

•クラブの成⻑
•信頼・つながり・柔軟性・活動の質の向上により魅⼒が
⾼まる

•社会とのつながり
•持続可能なインパクトを地域に⽣み、ロータリーの価値
が認識される
考えるとネガティブになり、感じるとポジティブになる

実感

みんなでつなぐ、育てる、ロータリーリ
レーションシップ③

•チャリティーカラオケパーティー
（2025年10⽉25⽇熊本・31⽇⼤分）
•※全国RYLA研究会⼤分⼤会（2026年4⽉11⽇）

•実⾏委員⻑（前⽥眞実PDG）
•友愛こども屋台出店（2026年5⽉23⽇）

•地区⼤会において
• 2025年11⽉2⽇（⽇）に⼤分駅前にて開催

•ライン表彰（2026年5⽉23⽇）
•地区⼤会において

•つながるが⼤集合ガバナーナイトの開催（2026年6⽉14⽇）
•国際⼤会（台北）において


